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 プラスプログラム動作の定 義  
前書 

 
 目的  プラスプログラムにおいて使われる言葉や動作を明白に、簡便にまた単純に説明をするのが本プラスプ

ログラムの定義の目的である。 

 

１． 動作を始める隊形 

動作を始める隊形は定義される動作のそれぞれに記されている。 この隊形はそれぞれの定義が公認さ 

れた時に、最も一般的に使われていた動作を始める隊形であるが、必ずしも唯一の可能な動作を始める 

隊形であるということではなく、スクエアダンス活動の本質を弾力的に鑑みて判断すべきである。 

 

２． 向かい合っているダンサー 向かい合っているダンサーは、特に明記されていない場合、男性と女性の

どのような組み合わせでもよい。 

 

３． カプル   

カプルは、特に明記されていない場合、男性と女性のどのような組み合わせでもよい。 

 

４. 通り過ぎる時の 規則  

ダンサー二人が互いに歩を進めてぶつかりそうなときは、常に右肩で通り過ぎ、動作を続ける。 
 

５． 同一位置の 規則  

ダンサー二人が互いに歩を進めて同じ位置に留まる必要があるときは、常に右手を取ってミニウエイブと 

なり、同じ位置を共有する。 

 

６. 向かい合っているカプルの規則 ある動作によっては、オーシャン ウエイブから行われる動作に多いが、

向かい合っているカプルからでも 同じように行うことができる（例えば、ALL 8 SPIN THE TOP （オール  

エイト  スピン  ザ  トップ）、GRAND SWING THRU (グランド  スイング  スルー)、RELAY THE 

DEUCEY （リレイ  ザ  デューシー）、SPIN CHAIN THE GEARS （スピン  チェイン  ザ  ギアーズ））。  

この場合、ダンサーはまず一歩進んで瞬時に 右手のオーシャン ウエイブを作り、その動作を完了する。  

コーラーが特に左手の動作（例えば、レフト  リレイ  ザ  デューシー）を指示した場合は、ダンサーは一

歩進んで瞬時に左手のオーシャン ウエイブを作り、 その動作を完了する。 

 

次の動作は向き合っているカプルからは行うことができない。 すなわち、動作を始める隊形として（それ 

ぞれの動作定義に述べられているように）ミニ ウエイブまたはオーシャン ウエイブを必要とする。 

 

EXPLODE THE WAVE （エクスプロウド ザ ウエイブ）、EXPLODE AND (Anything) （エクスプロウド  ア

ンド ( 何かの動作 ) ） 、 FOLLOW YOUR NEIGHBOR （ フォロウ ユア ネイバー ） 、 PING PONG 

CIRCULATE （ピン ポン サーキュレイト）、TRADE THE WAVE (トレイド  ザ  ウエイブ) 

 

７. オーシャン ウエ イブの規則 向かい合っているカプル（または向かい合っているライン）から普段行うことがで

きる動作によっては、オーシャン ウエイブ（またはタイダル ウエイブ（例えば、LOAD THE BOAT（ロード  

ザ  ボート））からでも同じように行うことができる。  この場合、ダンサーは既にお互いに歩を進めている状

態にあり、指示された動作の残りを行って、その動作を完了する。  ダンサーに教示し、理解させるために

は、まず、向かい合っているカプル（または向かい合っているライン）に後退させ、改めて、オーシャン ウエ

イブ（またはタイダル ウエイブ）へ歩を進め、その動作を完了させることが必要かもしれない。 

 

８. 地域的なスタイリ ングの 違い  

CALLERLAB では、スタイリングに地域的な違いが存在することを認めてい。 

 

–  ｉ  - 
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 プ ラ ス プ ロ グ ラム動 作 の 定 義  
 
 AC E Y DE UCE Y  （エイシー  デューシー）  
 
動作を始める隊形：  平行なオーシャンウエイブ、またはトゥフェイストライン。  

タイミング：  ４拍。 

動作： 

センターの４人が Trade（トレイド）し、他が Circulate（サーキュレイト）を行う。 他の隊形から行うことも認められる 

が、必ず４人のセンターと４人のエンズ（外側）がいなければならない。 センターは Trade（トレイド）ができる必要 

があり、エンズ（外側）は Circulate（サーキュレイト）ができる必要があり、センターにはなり得ない。 

 

 

 AL L 8 SP I N TH E TOP （オール  エ イト  スピン  ザ  トッ プ）  
 
動作を始める隊形：  

Thar Star（ザー スター (静止状態または動作状態)）、 Wrong Way Thar（ロング ウエイ ザー (静止状態または 

動作状態))、 Right & Left Grand Circle（ライト  アンド  レフト  グランド  サークル）。 

タイミング：  １０拍。  

動作： 
Thar Star（ザー  スター）または Wrong Way Thar（ロング ウエイ  ザー)から始める場合、すべての動きを止めて、 
センターで組まれているスター隊形を解いて、各センターにいるダンサーが外にいる隣のダンサーと Arm Turn 
（アーム ターン）を１/２（１８０度）行う。 中に入ってきた人は Star(スター)を３/４行い（前進し）、新しく外へ出た 

人は円周上を１/４前進し、同じ人と再び手を取り、静止した Thar Star（ザー スター）または Wrong Way Thar（ロ 

ング  ウエイ  ザー)隊形で終わる。 

 

Right & Left Grand Circle（ライト アンド レフト グランド サークル）から始める場合、向き合っているダンサーと、 

皆が右手で半分（１８０度）回転し、上記のように（新しく中に入った人は左手のスター３/４等）動作を完了する。 

動作を終わる隊形は静止した Wrong Way Thar（ロング ウエイ  ザー)である。 
 

Right & Left Grand Circle（ライト アンド レフト グランド サークル）から All 8 Left Spin The Top（オール エイト レ

フト スピン ザ トップ）のコールがあった場合、向かい合っているダンサーと、皆が左手で半分（１８０度）回転 し、

上記のように動作を完了する。  動作を終わる隊形は静止した Thar Star（ザー  スター）隊形である。 

 

スタイリング： 

最初の Arm Turn （アーム ターン）１/２（１８０度）は forearm turn（フォアアーム ターン）である。 スター部分は 

palm star（パーム スター）を使う標準的なスターで行う。 外側を前進するダンサーは手を自然なダンス位置にと 

り、次の動作を適切に行えるよう備える。  女性はスカート ワークを行うとよい。 

 

 

 (A NYTH I NG ) & ROL L ((何かの 動作)  アンド  ロール)  
 
動作を始める隊形： 種々。  

タイミング：  ２拍。 

動作： 

言葉“… & Roll (… アンド ロール)”は、動作完了の際、定義によって、一人またはそれ以上のダンサーの身体 

の動きが右または左に回転要因を持ついかなる動作にも追加してよい。 直前のコールにより定まる体が動く方 

向へ、一人で、その場で１/４（９０度）余分に回るというダンサーに対する指示である。 
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もし“… & Roll (… アンド ロール)”が、動作完了の際、定義によって、ダンサーが直線上を動く場合は、このダ 

ンサーは“…& Roll (…  アンド  ロール)”については何もしない。 

 

スタイリング： 

Roll（ロール）に先行する動作(Anything-何かの動作)を完了する時は、取っている手をすべて離し、その場での 

ソロターン方向への勢いを失わないよう備える。 腕は自然なダンス位置にとり、次の動作を適切に行えるよう備 

える。 

 

 

 (A NYTH I NG ) & SP RE AD ((何かの 動作)  アンド  スプ レッ ド)  
 
動作を始める隊形： 種々。 

 タイミング：  ２拍。 

動作： この動作には３方法がある。 
 

（１）単に Spread（スプレッド）と指示された場合（例えば、スクエアセットから Heads Star Thru & Spread（ヘッズ ス 

ター スルー アンド スプレッド）、ヘッズは横にずれてエンズとなり、Inactive Dancers （インアクティブ ダンサー）

が前進してヘッズの中間に入る。 

 

（２）もし Anything（何かの動作)コールがラインまたはウエイブで終わった場合（例えば、Follow Your Neighbor 

（フォロウ ユア ネイバー））、センターが横にずれて新しいエンズとなる Spread（スプレッド）動作を行い、最初か

ら外にいたダンサーが最も近いセンター位置に入ることになる。 

 

（３）もし Anything（何かの動作)コールが縦並びのカプルで終わった場合（例えば、４人のラインからの Wheel & 

Deal（ウィール アンド ディール））、前にいるダンサーが横に離れて、後ろのダンサーは前進して前にいたダンサ

ーの間に入る。 

 

スタイリング： 全てのダンサーは、動作終了結果の隊形に示される適切な手の位置を取り、スタイリングを行う（例

えば、Follow Your Neighbor and Spread（フォロウ  ヨア  ネイバー  アンド  スプレッド）の後はオーシャン ウエイ

ブのスタイリング）。 

 

 

 C H ASE RIG H T (チェイス  ラ イト)  
 
動作を始める隊形：  背中合わせの二組のカプル。  

タイミング：  ６拍。 

動作： それぞれ右側にいるダンサーが大きな Zoom（ズーム）動作を行い、その後ろの以前に右側にいたダンサ

ーの位置を占め、Zoom（ズーム）動作を始める前の時と同じ方向を向く。  （結果だけを見ると、右側にいるダン

サーは 右回りのＵターンバックをし、ボックス サーキュレイトを２回行った場合と同じになる。）  左側にいるダン

サーは右側にいたダンサーに追従（Chase）し、ボックス サーキュレイトを２回行う。  動作を終わる隊形はボック

ス サーキュレイト隊形である。 

 

スタイリング： 

全てのダンサーは、腕を自然なダンス位置にとる。 女性はスカート ワークを行ってもよい。 右側にいるダンサ 

ーは角ばって曲がったりせず、流れるような動作を行う。 二組（例えばヘッズ）がスクエア セットの中で

Chase Right (チェイス ライト)を行う場合は、Zoom（ズーム）動作を行う人は極力小さく動いて、外のダンサーとの

衝突を避けるのが重要である。 同時に、Chase Right (チェイス ライト)を行わない組は、もしゆとりがあって出来

るならば、後ろに下がって、中で動作しやすいようにスペースを空けてください。 
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 COO RD IN AT E （コ ウオー ディ ネイト）  
 
動作を始める隊形：  カラム（プラスではカラムのみ）。 

タイミング：  ８拍。 

動作： 

Circulate（サーキュレイト）し、さらに１/２（半分）Circulate（サーキュレイト）。 センターの６人（３組の隣り合ったペ 

ア）が Trade（トレイド）し、最もセンターのダンサー二人が取っている手を離して、ななめ外側に回転することなく 

歩を進め、二人の遠く離れたダンサーは１/４円前進する。 カラムからの Coordinate（コウオーディネイト）は 

トゥ フェイスト ラインで終わる。 
 

スタイリング： 

センターの６人（３組の隣り合ったペア）はハンズ アップで手を取り、Trade（トレイド）する。 最もセンターのダンサ 

ー二人が取っている手を離して前進した後、すべてのダンサーはカプルの手の取り方で手をつなぐ。 スカート 

ワークを行う時間はない。 

 

 

 C ROS SF IRE （ク ロスファイア）  
 
動作を始める隊形：  トゥ フェイスト ライン、４人の平行したライン、インバーテッド  ライン。  

タイミング：  6 拍。 

動作： 

センターが Trade（トレイド）を始め、エンズは Cross Fold（クロス  フォールド）を行う。  Trade（トレイド）を終わる

と すぐセンターは手を離し、直進して向かい合うダンサーとオーシャン ウエイブまたはミニ ウエイブを作る。  

Trade（トレイド）後に誰とも向かい合わない場合は、前進して外を向いたままでいる。 

 

スタイリング： 動作を始める隊形がトゥ フェイスト ラインの場合、Trade（トレイド）動作は手をハンズ アップにとり、

ミニ ウエイブのスタイリングに移行する。  動作を始める隊形が４人の平行したラインで、センターが誰とも向か

い合わないで動作を終える場合は、このカプルはカプルの手の取り方になる。 

 

 

 C UT TH E DIAMO ND (カッ ト  ザ  ダ イアモンド)  
 
動作を始める隊形：  すべてのダイアモンド。  

タイミング：  ６拍。 

動作： 

ダイアモンドのセンターが Diamond Circulate（ダイアモンド  サーキュレイト）し、ダイアモンドの次の位置へ移る。 

ポイントのダンサーは共に横にずれ、Trade（トレイド）をする。  ラインまたはウエイブで終わる。 
 

スタイリング： 普通のダイアモンド隊形からはカプルの手の取り方に移り、動作を始める隊形が向かい合ったダイ

アモンドの場合は、ベーシックのオーシャン ウエイブとして必要であるハンズ アップの手の取り方に移行する。 

 

 

 DI AM OND C IRC UL ATE （ダイ アモンド サーキュレイト）  
 
動作を始める隊形：  すべてのダイアモンド。 

 

タイミング：  ３拍。 
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動作：  

ダンサーはそれぞれ自分のいるダイアモンドの次の位置へ進み、方向を最初に向いていた方向から１/４（９０ 

度）ダイアモンドの中心へ向かって変える。  ポイントはセンターになり、センターはポイントになる。  この動作が

向かい合ったダイアモンドに指示された場合、すべて右肩で通り過ぎる。 

 

スタイリング：  

ダンサーはある位置から次の位置へ斜めに移動するが、ダイアモンド隊形を維持することが重要である。  セン 

ターになるダンサーはオーシャン ウエイブの時のようにハンズ アップで手を取るようになる。  ポイントとなるダン

サーは自然なダンス位置に腕を維持する。  女性はスカート ワークを行ってもよい。 

 

 

 DIX IE G RAND （ディキシー  グランド ）  
 
動作を始める隊形： ディキシー グランド サークル、ダブル パス スルー、１／４タッグ、又は、少なくとも２人の

ダンサーが動作を始めるこ とができるすべての隊   形。 
 

タイミング：  ６拍。 

 

動作： 

向かい合ったダンサーが右手を引っ張って通り過ぎることができるとこ ろから 動作を始める 。 それぞれのダンサ 

ーはサークル上を前進して次の人に左手を出し、引っ張って通り過ぎ、次に右手で通り過ぎる。 動作を始める 

隊形には関係なく、動作が進行するにつれて、隊形はサークルに変わる。 

 

スタイリング： 
ベーシックの Right And Left Grand（ライト アンド レフト グランド）動作の記述に同じである。 ダンサーは握手 

の要領で、右手左手と交互に引っ張って進む。 それぞれが互いに通り過ぎるところで手を離す。 スカート ワー 

クは勧められない。 

 

 

 E XP L ODE AND ( Anyth ing ) （エク スプロウド  アンド  (何かの 動作)） 
 

動作を始める隊形：（オーシャンウエイブからのみ）  全ての４人のオーシャン ウエイブ。 

タイミング：  エクスプロウド部分で２拍。 

動作： 皆が取っている手を離して前進し、１/４（９０度）中へ向いて、隣にいたダンサーと向き合い、

(Anything)(何かの動作（例えば、Right And Left Thru（ライト  アンド  レフト  スルー）、Ｓｔａｒ  Ｔｈｒｕ（スター スル

ー）等)を行う。 

 

スタイリング： 

全ての”Explode and ・・・（エクスプロウド  アンド・・・）”動作では、それぞれの”Explode and ・・・（エクスプロウド  

アンド・・・）”動作に推奨されるスタイリングを使用する。 
 

 

 E XP L ODE TH E W AVE （エク スプロウド  ザ  ウエイブ）  
 
動作を始める隊形：(オーシャン ウエイブからのみ) 全て 4 人のオーシャン ウエイブ。 

タイミング：  ６拍。 

動作：  

皆が取っている手を離して前進し、１/４（９０度）中へ向いて、隣にいたダンサーと向き合い、その人を右手で引;っ

張って、背中合わせのカプルとなって終わる。 

 



-5-  

スタイリング： 

ダンサーが右手を引っ張って通り過ぎる時は、握手の手の取り方を使う。  位置をはっきりとさせるため、動作の 

完了時にカプルで手を取る。 
 

 

  F A N TH E TOP （ファン  ザ  トッ プ）  
 
動作を始める隊形：  オーシャン ウエイブ又はトゥ フェイスト ライン。  

タイミング：  ４拍。 

動作： 

ラインまたはウエイブのセンターが３/４（２７０度）回転し、外側のダンサーは１/４円上を前進する。  動作を始め 

た隊形から直角の位置で動作を終わる。  センターズはセンターズのまま、エンズはエンズのままである。 
 

スタイリング： 

センターのダンサーはハンズ アップで手を取り、スタイリングは Swing Thru（スイング  スルー）に同じである。  

エンズは腕を自然なダンス位置にとり、次の動作の適切な手の位置に備える。 
 

 

 F L IP TH E DIAMO ND (フリ ッ プ  ザ  ダイ アモンド) 
 

動作を始める隊形：  すべてのダイアモンド。  

タイミング：  ３拍。 

動作： 

ダイアモンドのセンターが Diamond Circulate（ダイアモンド サーキュレイト）し、ダイアモンドの次の位置へ移る。 

ポイントのダンサーは一番近いセンター位置へ Run（ラン）（“Flip(フリップ)”）をし、手をつないで出来上がるウエ 

イブまたはラインのセンターとなる。 向かい合っているダイアモンドから“Flip(フリップ)”をするとき、ポイントのダ 

ンサーは常に内側を通り、センターのダンサーは常に外側を通る。 

 

スタイリング：  

普通のダイアモンド隊形からはベーシック オーシャン ウエイブとして必要であるハンズ アップの手の取り方に

移り、 動作を始める隊形が向かい合ったダイアモンドの場合は、カプルの手の取り方に移行する。 

 

 

F OL L OW YOUR NE IG H BOR （ フォロウ  ユア  ネイバー）  
 
動作を始める隊形： ボックス サーキュレイト(Box Circulate)、シングル クォーター タッグ(Single 1/4 Tag) 

 

タイミング：  ６拍。 

 

動作：  

ボックス サーキュレイト（Box Circulate）から： トレイラーがエクステンドして前腕をとって３／４回転（Arm Turn 

3/4）する間に、リーダーは前に出てパートナーの方へ小さく輪を描くように 3/4 回転（270 度）してオーシャン 

ウエイブのエンズで終わる。 フォロウ ユア ネイバーの動作は分割できない。 

 

シングル 1/4 タッグ（Single 1/4 Tag）から： すべてのダンサーがトレイラーの動作（エクステンド、アーム タ

ーン ３／４）を行う。 

 

右手のボックス サーキュレイトから始めた場合は、左手のオーシャン ウエイブで終わる。  
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右手のシングル クォーター タッグ（Single １/4 Tag）から始めた場合は、右手のオーシャン ウエイブで終わる。 

 

スタイリング： アーム  ターン３／４ (Arm Turn 3/4)をする人は、前腕を取り合って廻り、動作の終わりに

は、普通のオーシャン  ウエイブの手の持ち方に変える。 

 

 

G RAND SW ING TH RU (グランド  スイング  ス ルー) 
 

動作を始める隊形：  タイダル  ウエイブ、６人のオーシャン ウエイブ。  

タイミング：  ６拍。 

動作： 

できる人が右手で１/２（１８０度）回り、次にできる人が左手で１/２（１８０度）回る。  もし Grand Swing Thru (グラ

ンド  スイング  スルー)がコールされる前に”Right（ライト）”と特に言われなくても、右手の Grand Swing Thru (グ

ランド スイング スルー)であると理解される。 Grand Ｌｅｆｔ Swing Thru (グランド レフト スイング スルー)を必要 

とする場合は、特に“Grand Ｌｅｆｔ Swing Thru (グランド レフト スイング スルー)”と指示しなければならず、こ 

の場合、できる人が左手で１/２（１８０度）回り、次にできる人が右手で１/２（１８０度）回る。 

 

スタイリング： 

ベーシックの Swing Thru（スイング  スルー）に記述されたものとまったく同じである。 
 

 

 L I NE AR C YCL E （リ ニア  サイク ル）  
 
動作を始める隊形：  （プラス プログラムではウエイブからのみ）  右手又は左手の平行したオーシャン ウエイブ

または４人のウエイブ。 

タイミング：  ８-１０拍。  

動作： 
（プラス以上のプログラムでは、エンドとすぐに隣接するセンターが Single（シングル）または Partner Hinge（パート 

ナー  ヒンジ）ができるすべての隊形を含む。  これは３分割動作である。）第１部． エンズとすぐに隣接するセン

ターズが Hinge（ヒンジ）。 第２部． 外を向いている人が中を向いている人の後ろへ Fold（フォールド）し、Double 

Pass Thru（ダブル パス スルー）動作をする。 第３部． もし Hinge（ヒンジ）が右であれば、右へピールし、もし

Hinge（ヒンジ）が左であれば、左へピールし、向かい合ったカプルで終わる。 

 

もし Hinge（ヒンジ）が右であれば、すべてが右肩で通りすぎ、もし Hinge（ヒンジ）が左であれば、すべてが左肩で 

通りすぎる。 
 

プラス以上のプログラムについての追加注釈であるが、インバーテッドラインや３対１のラインでは通り過ぎる時の 

規則が優先する。  （プラス プログラムには当てはまらない。） 

 

スタイリング： 

腕は自然なダンス位置へ。 それぞれの構成部分におけるスタイリングに同じ。 動作の完了時に再び手を取る。 
 

 

L OAD TH E B OAT（ロード  ザ  ボート）  
 
動作を始める隊形：  センターズが中を向きそれぞれのラインのエンズが同じ方向（中か外）を向いている４人の 

ライン。 

タイミング：  １２拍。  
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動作： 
エンドのダンサーは前進して外を回り、動いてくる３人のエンドのダンサーを右肩で通り過ぎ、１/４（９０度）中を向 
いて、３番目に通り過ぎた人の隣に立ち、セットの中心を向いてカプルで終わる。 同時に、センターの４人のダン
サーは Pass Thru（パス スルー）をし、この瞬時のパートナーと背中合わせとなる。 そして新しいパートナー と
Partner Trade（パートナー  トレイド）を行い、Pass Thru（パス  スルー）をする。 

 

スタイリング：  

エンド ダンサーは外側を移動するが、センター ダンサーが動きやすいよう十分な空間を残して動く。  腕は動

作中自然なダンス位置にとり、次の動作に適切な手の位置に移る。 

 

 

 P E EL OF F （ピール  オフ）  
 
動作を始める隊形：  縦に並んだカプル、ボックス  サーキュレイト、又はＺ隊形。 

タイミング：  ４拍。 

動作：  

前にいるダンサーは、動作を始める隊形の中心から離れるように半円を描いて歩を進め、４人のダンサーのライ 

ンのエンズとなる。  後ろにいるダンサーは必要に応じて前進し、同じラインのセンターズとなり、動作を始める隊 

形の中心から反対方向を向くように U-Turn Back（ユー ターン  バック）を行う。  すべてのダンサーは４人のダ

ンサーのラインで終わる。  それぞれのダンサーは１/２（１８０度）回転し、動作を始めた方向から反対方向を向

いて動作を終わることになる。  縦に並んだカプルからの PEEL OFF（ピール  オフ）はワン  フェイスト  ラインで

終わり、ボックス  サーキュレイト又はＺ隊形からの PEEL OFF（ピール  オフ）はトゥ フェイスト ラインで終わる。 

 

注釈：  PEEL OFF（ピール  オフ）後は皆がＲｏｌｌ（ロール）できる。  ダンサーは円滑な連続した動きで移動し、分 

割はできない。  終わりの隊形のセンターは動作を始めた隊形のセンターと同じである。 

 

縦に並んだ関係にあり、離れて反対方向へ動く対象のセンターがいる二人のダンサーはあたかもボックス サー 

キュレイト隊形にあり、PEEL OFF（ピール オフ）を行うことができる（例えば、オーシャン ウエイブのエンズ、ダイ 

アモンドのポインツ）。 この場合、元の前にいたダンサー位置と後ろにいたダンサー位置の中間でカプルとして 

動作を終わる。 

 

スタイリング： 

腕は自然なダンス位置にとり、次の動作に適切な位置になるよう備える。  前にいるダンサーは、“ピール”動作 

を始める前少し前に出ることが重要である。 
 

 

 P E EL TH E TOP （ピール  ザ  トッ プ）  
 
動作を始める隊形：  ボックス  サーキュレイト、又はＺ隊形。  

タイミング：  ６拍。 

動作： 

前にいるダンサーは PEEL OFF（ピール  オフ）し、後ろにいるダンサーは直進し互いに隣り合う手を取り、皆で 

FAN THE TOP （ファン  ザ  トップ）を行う。 
 

スタイリング： 
前にいるダンサーは腕を自然なダンス位置にとり、次のコールに備えて適切な位置に調整する。 前にいるダン 

サーは、“ピール”動作を始める前少し前に出ることが重要である。 後ろにいるダンサーは手の位置をハンズ ア

ップ ア ップにとり、ベーシックの Swing Thru（スイング  スルー）に記述されたスタイリングに従う。 
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P I NG P ONG C IRC UL ATE （ピン ポン  サーキュレイト） 
 

動作を始める隊形：  １/４タッグ。  

タイミング：  ６拍。 

動作： 

この動作は１/４タッグ隊形に始まり、１/４タッグ隊形で終わる。 それぞれのダンサーは Circulate（サーキュレイ 

ト）、すなわち、図１に示す軌道に沿って位置を一つ前進する。 中心が左手のウエイブである場合もまたコール 

可能で、この場合は、Circulate（サーキュレイト）の軌道を図２に示す。 

 

Circulate（サーキュレイト）の軌道は互いに独立していることに注意すべきである。 したがって、外側の軌道に 

いる人のみ（図１及び２の１、２、３、４番のダンサー）が Ping Pong Circulate（ピン ポン サーキュレイト）でき、内

側の軌道にいる人のみ（図１及び２の５、６、７、８番のダンサー）が Ping Pong Circulate（ピン ポン サーキュレイ

ト） できる。 
 

 
 

 

スタイリング： 

以前に記述のあるベーシックの Pass Thru（パス スルー）とＰａｒｔｎｅｒ Ｔｒａｄｅ（パートナー トレイド）に同じ。 セン 

ターにいるダンサーはベーシックのオーシャン ウエイブのスタイリングに同じ。 外にいるダンサーはカプルの手 

の取り方。 

 

 

 RE L AY TH E DE UCE Y （リレ イ  ザ  デューシー）  
 
動作を始める隊形：  平行なオーシャン ウエイブ。  

タイミング：  ２０拍。 

動作： 

この定義内におけるすべての Circulate（サ＾キュレイト）については、動 作 を 始 め る時 の オーシャン ウエイブの

エンズが最初に動く Circulate（サーキュレイト）の軌跡を踏襲します。 動作中のダンサーは決して止まってはい

けません。 本定義内で絶え間があるように書かれているが（例えば、”Half Circulate（ハーフ サーキュレイト“）と

して書かれている動作など）、これははっきりと説明し、講習する時のためだけのものである。 

 

それぞれのエンドと隣り合うセンター ダンサーは１/２（１８０度）回る。  各オーシャン ウエイブの新しいセンタ-は 

３/４（２７０度）回転、その他のダンサーは Half Circulate（ハーフ サーキュレイト）し、６人のウエイブと２人の離れた 

開始位置 開始位置 

終了位置 終了位置 
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ダンサー状態を作る。 ６人のウエイブは３組で１/２回転し、その間、他が Half Circulate（ハーフ サーキュレイト）

する。 ６人のウエイブのセンター４人は１/２回転し、その間、他の４人は Half Circulate（ハーフ サーキュレイト）す

る。 ６人のウエイブは再び３組で１/２回転し、その間、他が Half Circulate（ハーフ サーキュレイト）する。 最後に、 

ウエイブのセンター４人が３/４回り（新しいウエイブのセンターとなり）、外側の４人は Half Circulate（ハーフ  サー

キュレイト）し、最終ウエイブのエンズとなる。 

 

スタイリング： 

オーシャン ウエイブ隊形内の回転動作にはベーシックの Swing Thru（スイング スルー）におけるスタイリングを

使う。 Circulate（サーキュレイト）するダンサーは腕を自然なダンス位置にとって動き、動作を終わるにあたりハ

ンズ アップのオーシャン ウエイブ隊形に移行する。 

 

 

S I NG LE C IRC LE TO A W A VE （シングル  サーク ル  トゥ  ア  ウエイブ）  
 
動作を始める隊形：  向かい合ったダンサー。  

タイミング：  ４拍。 

動作： 

向かい合ったダンサーは互いに手を取り、Circle Left（サークル レフト）を半分行う。 止まらずに、互いに手を 

離し、個人的に Veer Left（ビア レフト）して、ミニ ウエイブへ移行する。 もしコーラーが”Single Circle 3/4 To A 

Wave（シングル サークル スリー クオーターズ トゥ ア ウエイブ）”と指示した場合は、向かい合ったダンサー 

は互いに手を取り、Circle Left（サークル  レフト）を 3/4 行い、上記のように残りの動作を続けて行う。 

 

スタイリング：  

サークルを行うとき２人のダンサーは少し左にずれ、サークルするダンスパートナーを前に置くよりいくらか右に 

置く。  なめらかなダンスステップを使い、バタバタと歩かない。  互いに手を取りサークルする時は、男性が手の 

ひらを上に向け、女性が手のひらを下に向ける。腕は肘を気楽に曲げて、サークル時に少し力を入れる。  ハン 

ズ アップのオーシャン ウエイブになる。 

 

 

SPIN CHAIN & EXCHANGE THE GEARS（スピン  チェイン  アンド  エクスチェインジ  ザ  ギアーズ） 

 

動作を始める隊形： オーシャン ウエイブ。 

 

 

動作： 

それぞれのエンズと隣り合うセンターズが１/２回転する。 各オーシャン ウエイブの新しいセンターズは３/４

回転し、中央にオーシャン ウエイブをつくる。エンズは（エンズ ランをするように内回りに１８０度）フリップ イ

ンする。最も中心にいる人（ベリー センター）が１/２回転した後、セットの半分それぞれが４人のスター（ギア）

を作り、３/４回転する。 

 

 
動作開始前      エンズと隣り合うセンターズ   センターズが３/４回転し、     スター３/４後の番号 

               が１/２回転した後         エンズが中へフリップ、ベリー      位置とエクスチェンジ 

                                センターがトレイドした後        循環路を示す 
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ベリー センターそれぞれ（一人は図示した１番の人）がリードして、スターにいる次の人たち（２番、３番、４番）

を引き連れて、循環路にそって反対側のスターからくる別の人たちの外側へ移動する（エクスチェンジ）。 

１番の人は３/４回り込み、３番の人は１/４回り込むと、１番と３番は内側へフリップし、オーシャン ウエイブの

センターとなり、２番と４番のダンサーは引き続き循環路にそって移動し、前にいるダンサーとその内側の手を

取ってオーシャン ウエイブのエンズとなる。 コールは、同じ手の取り方のウエイブで、初めのウエイブと同じ

ような位置で終わる。（訳者注：右手のウエイブから始まれば右手、左手から始まれば左手のウエイブで、セン

ターズはセンターズで､エンズはエンズで終わる、の意） 

 

 

 
  スターから続けて      エクスチェンジを      リーダーは３/４回り込み、  １番と３番はフリップし、 

エクスチェンジを      続ける               ３番の人は１/４回り込む   ２番と４番はエンズとなる 

始める 

 

 

オーシャン ウエイブやスターの回転は、標準的なスタイリングで行う。 

 

始めに、センターズ ターン 3/4（Centers Turn 3/4）をする時、他のダンサーはしっかり動かないでいて、その

後にフリップ インをする時には、素早く他の手を高く上げてスターを作る。 

 

スターを回転してエクスチェンジをする時、４人のグループはそれぞれＳ字のような循環路をスムーズに移動

する。 エクスチェンジをしてオーシャン ウエイブの隊形を作る動作は、一つの連続した動作である。 それ

ぞれのスターを作るとき（スターを回転する前）、エクスチェンジをリードするダンサーは外側の手を上げて、

“フォロー ミー（続いて来て）”というように示すのがふつうである。 その手はスターを回転し、エクスチェンジ

を行う間上げたままにし、終わりのウエイブを作るときに後につづくダンサーの内側となる手をスムーズに取る。 

 

注釈： 

向かい合ったカプルの規則を適用する。 

 

コーラーによってはスターを回す”３/４の分数”を変えることがあるが、この場合異なったダンサーが１番となり、

エクスチェンジをリードする。 

 
 

                                   

SP IN C H AI N TH E GE ARS   （スピン  チェイン  ザ  ギアーズ ）  
 
動作を始める隊形：  オーシャン ウエイブ。  

タイミング：  ２４拍。 

動作：  

それぞれのエンズと隣り合うセンターズが１/２(１８０度)回転する。 それぞれのオーシャン ウエイブの新しい

センターズは３/４回転し、中央にオーシャン ウエイブをつくる。エンズは（エンズ ランをするように内回りに１

８０度）フリップ インする。最も中心にいる人（ベリー センター）が１/２回転した後、セットの半分それぞれが４

人のスター（ギア）を作り、３/４回転する。 

 

ベリー センターは１/２回転する。センター オーシャン ウエイブはそれぞれの二人（センターズとエンズ）で３/４

回転する。この間、他の四人のダンサーは外回りにフリップ アウト(センターズ ランをするように外側に向けて１８

０度)する。 
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コールは、同じ手の取り方のウエイブで、初めのウエイブと同じような位置で終わる。（訳者注：右手のウエイブ

から始まれば右手、左手から始まれば左手のウエイブで、センターズはセンターズで､エンズはエンズで終わ

る、の意）。 

 

 

スタイリング： 

オーシャン ウエイブやスターの回転は、標準的なスタイリングで行う。 

 

始めにセンターズ ターン ３/４ （Centers Turn3/4）をする時、他のダンサーはしっかり動かないでいて、その後に

フリップ インをする時には、素早く他の手を高く上げてスターを作る。 

 

(訳者注： この変更で 半回転の動作の記述が、トレイド（Trade） から １/２(１８０度)回転 に改訂されています。) 

 
 

TE AC UP CH AI N （ティーカッ プ  チェイン）  
 
動作を始める隊形：  スクエアセットまたは誰もが先行してパートナーと Left Arm Turn（レフト  アーム  ターン）を 

行っている隊形。 

タイミング：  ３２拍。  

動作： 
コーラーは動作を始めるにあたって、中心に向かって移動する２人の女性を指定する。  例えば、”Head ｌadies 

center for a Teacup Chain（ヘッド レイディーズ センター フォー  ア  ティーカップ  チェイン）”である。  以下の 

定義ではこの２人の女性を“指示された女性”と呼ぶ。 

指示された女性（ヘッドの両女性又はサイドの両女性）が中心に移動して Star Right 3/4（スター  ライト  スリー 

クオーターズ）し、コーナーと会って Left Arm Turn（レフト  アーム  ターン）を行う。  同時に他の２人の女性はス 

クエア セットの周囲を回ってコーナーまで移動し、Right Arm Turn（ライト  アーム  ターン）を行う。  Arm Turn

（ア ーム  ターン）に続いて、指示された女性はスクエアセットの周囲を回って新しいコーナーまで移動し、Right 

Arm Turn（ライト  アーム  ターン）を行う。  その間、他の女性は中心に移動して Star Left 1&1/4（スター  レフト  

ワンス  アンド  ア  クオーター）し、新しいコーナーと会って Right Arm Turn（ライト  アーム  ターン）を行う。 

 

更に、指示された女性は中心に移動して Star Left 1&1/4（スター レフト ワンス アンド ア クオーター）し、新し

いコーナーと会って Right Arm Turn（ライト アーム ターン）を行う。 他の女性は（スクエア セットの周囲を回っ 

て）新しいコーナーまで移動し、Left Arm Turn（レフト  アーム  ターン）を行う。 

 

最後に、指示された女性は新しいコーナー（オリジナル パートナー）まで移動し、次に続く指示により Courtesy 

Turn（カーテシー ターン）または Left Arm Turn（レフト アーム ターン）で終わる。 一方、 他の女性は中心に 移

動して Star Right 3/4（スター ライト スリー クオーターズ）し、新しいコーナー（オリジナル パートナー）と会って、

次に続く指示により Courtesy Turn（カーテシー ターン）または Left Arm Turn（レフト アーム ターン）で 終わる。  

皆男性も女性もそのオリジナル  パートナーとともに動作を終わる。 

 

もしコーラーが男性に女性の動作、女性に男性の動作を、上記に説明したように行わせたい場合、動作を始め 

る隊形は、スクエア セットで全てのカプルが Half Sashay（ハーフ サシェイ）した形か、または誰もが先行してパ

ートナーと Left Arm Turn（レフト アーム ターン）を行っている隊形である。 “Head/Side Men Center for a Teacup 

Chain（ヘッド／サイド メン センター フォー  ア  ティーカップ  チェイン）”が適切なコールである。 

 

スタイリング： 
Star（スター）の形で回転するセンター ダンサーはハンズ アップの手を使う。 外にいるダンサーとの回転は皆

フォアアームで行う。 次に続く指示がない場合は、前述したように、Courtesy Turn（カーテシー ターン）で動作を 

終わる。 外にいるダンサー（通常は男性）はフォアアーム ターンを交互に自然な形で行い、ピボット ターンのよ

うに動くのではなく、できるだけ優雅な動きを行う。 女性は外側の手によるスカート ワークでこのベーシックをよ

り美しく強調できる。 
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TRAC K 2 (トラッ ク  トゥー)  
 
動作を始める隊形：  ダブル  パス  スルーを終わった隊形。  

タイミング：  ８拍。 

動作： 

ダンサーは“タンデム”で、前後の関係を保って動く。 すなわち、後ろのダンサーが前のダンサーに追従する。 

右側の“Track（行路）”にいる人は、Single File（シングル ファイル）で左方向へ反時計回りに移動し、左側の 

“Track（行路）”にいるダンサーの内側を維持する。 左側の“Track（行路）”にいるダンサーは、Single File（シン 

グル ファイル）で右方向へ時計回りに移動し、外側を保つ。 動作は Double Pass Thru（ダブル パス スルー） 

のように動きが続き、ダンサーは平行した右手のオーシャン ウエイブになって終わる。 

 

スタイリング： 

ダンサーは同時に反対方向へ進むので、互いに十分な余裕を持って動くことが重要である。 外側の人はセン 

ターを動く人が窮屈にならないように気を付けなければならない。 すべてのダンサーは腕を自然なダンス位置 

にとり、動作の終了にあたってオーシャン ウエイブでのハンズ アップに移行する。 

 

 

 TRADE TH E W AVE (トレイド  ザ  ウエイブ)  
 
動作を始める隊形：  ４人のオーシャン ウエイブのすべて。  

タイミング：  ６拍。 

動作： 
ウエイブで同じ方向を向いているダンサーが互いに Trade（トレイド）する。 右手のウエイブは左手のウエイブに 

なり、左手のウエイブは右手のウエイブになる。 ウエイブのエンズはセンターズとなり、ウエイブのセンターズは 

エンズとなる。 

 

スタイリング：  

すべての Trade（トレイド）に同じであるが、ダンサーは最初に少し前進し、ウエイブを出てから Trade（トレイド）を

行うダンサーのほうへ方向を変える。  ベーシックのオーシャン ウエイブのスタイリングにおけるハンズ アップの

位置で手を取る。 

 

 

TRIPLE SCOOT （トリプル スクート) 

 

動作を始める隊形：  カラム 
 
タイミング：   6 拍： 
 

動作： 
お互いに斜めに向かい合ったダンサー(三つのペアー)が、前に出てお互いに接した前腕を取りあって、1／2

回転（180 度）したあと、一歩前に進んで、始めにカラムの隣にいたダンサーがあけた場所で終わる。 

一方で各カラムの＃１ダンサーは、隣に接した＃４ダンサー（前腕で回転している）が明けた場所に Run In す

る。 

右手のカラム（Right-Hand Columns）から始めるとき、斜めに向かい合っているダンサーは、右手で回転し、左

手カラム（Left-Hand Columns）の時は、左手回転となる。 
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                                                                  ****** 

 

 

注：  このプラス動作の定義における改定内容をここに記す。  次のように変更が行われている。 
 

変 更 日 変 更 事 項 

２００２年 ８月 ７日 FAN THE TOP （ファン  ザ  トップ）を追加。  メインストリームプログラムから 

削除。 

EIGHT CHAIN THRU （エイト  チェイン  スルー）を追加。  メインストリーム 

プログラムから削除。 
SPIN CHAIN THRU  （スピン  チェイン  スルー）を追加。  メインストリーム 

プログラムから削除。 

２００３年 ３月１８日 地域的なスタイリングの違いを序文に追加。 

２００３年 ９月 １日 EIGHT CHAIN THRU （エイト  チェイン  スルー）を削除。 

２００４年 ４月 ５日 ｉページにおける“地域的な違い”についての“８”を“６”に変更。 

２００４年１０月２２日 ACEY DEUCEY  （エイシー  デューシー）、COORDINATE  （コウオーディネ 

イト）、PEEL OFF  （ピール  オフ）の定義を変更。 

２００４年１２月 １日 “前書”の形式を再変更。 

２００４年１２月１５日 定義形式をいくつか変更。 

２００６年 ９月２１日 SPIN CHAIN THRU  （スピン  チェイン  スルー）を削除。 

２００６年１０月 ２日 3/4 TAG THE LINE  （スリー  クオーター  タッグ  ザ  ライン）のタイミングを 

５に変更。 

２００７年 ８月３１日 ALL EIGHT SPIN THE TOP  （オール  エイト  スピン  ザ  トップ）の定義を 

修正。 

２０１０年１１月３０日 LINEAR CYCLE  （リニア  サイクル）のタイミングを８－１０に変更。 

２０１０年１２月 ８日 COORDINATE  （コウオーディネイト）の定義を変更。 

２０１０年１２月２９日 １ページのプラス動作(PLUS MOVEMENTS)をプラス プログラムの定義(PLUS 

PROGRAM DEFINITIONS)に変更。 

２０１１年 ９月２６日 ACEY DEUCEY  （エイシー  デューシー）の定義形式と誤植の修正。 

目次の更新。 

２０１２年 １月 ９日 Ocean Wave Rule  （オーシャン ウエイブの規則）に閉じ括弧を追加。 

 ２０１４年１２月２２日  SPIN CHAIN & EXCHANGE THE GEARS（スピン チェイン アンド エクスチェ 

 インジ ザ ギアーズ）の定義変更。 

 

 

   

２０１５年 ４月２９日 角度の表示記号を変更。 

２０１５年 ９月 ３日 

 

 

 

Extend（エクステンド）を削除。(分割も含めて メイン ストリーム プログラムに統 

合）。 
２０１６年 １月１２日   FOLLOW YOUR NEIGHBOR (フォロウ  ユア ネイバー)の定義変更 
２０１８年  1 月３１日 角度表示記号‘°’を Grand Swing Thru 180°のように、ただした。  

2０１８年  ９月２２日 3/4 Tag （スリー  クオーター タッグ）をメイン ストリーム プログラムに移動。 

 

 
２０２１年１０月２９日 

 
 
 

Spin Chain the Gears(スピン チェイン ザﾞ ギアーズ) ならびに Spin Chain and  

Exchange the  Gears（スピン チェイン アンド エクスチェンジ ザ  ギアーズ）を

修正。Triple Scoot を追加。Ｔｒａｃｋ ＩＩ の表示をＴｒａｃｋ ２ に変更。 
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